


配線器具（スイッチ）の「あるべきかたち」とは、何でしょう？



̶ それは、「どのような空間にも似合う、自己主張しない存在であること」だと考えます。

配線器具（スイッチ）の「あるべきかたち」とは、何でしょう？



Das Neue Koordinatensystem.
̶  それは、「新たな方向性」。

NK SERIEは、こだわりました。

シンプルで、明瞭な要素で構成されること。
ミニマルで、偏りのない美しさを持つこと。 

ひとつの空間を超えて、建築が持つ思想へと向かう存在になること。

ふれるたびに、新たな方向性を感じてほしい。

NK SERIE、神保電器からの提案です。



革新的な形状および配置の発光面を実現。
位置表示灯付スイッチは、鋭指向性の点光源を新規開発し、

はっきりとライン状に光るガイドランプでわかりやすくなりました。

一体性および連続性を持った、多連の組合せ品。
 スイッチ操作面をプレートの大角穴（3個用）全面にしたことにより、
コンセントなどの配線器具と“意匠が整った”連接取付ができます。

ダブルスイッチの操作面積比を2:1に。
意匠上煩雑になりがちな負荷名称などの表示が無くても、

操作面の大きさと関連付けて憶えられます。

JIS大角連用形スイッチと取付互換性を確保。
垂直および水平基調のシャープでミニマムなかたちと、

タンブラ式スイッチの操作性に加え、優れた汎用性を確保しました。





NK SERIEは、

機能美を追求する建築に調和しつつ、

操作時などにふと目を向けたときには静かな存在感が感じられる、

というスマートなあり方を持ちたいと考えます。

̶ 垂直と水平の線、そして正円で構成されたシャープでシンプルな意匠

̶ シボ加工によるマットな質感と手触り

̶ ホワイト、グレー、ブラックのモノトーンによる色展開

̶ 均質に発光するライン状の位置表示灯や歯切れ良い操作感など、
新たな発想で開発を行ったメカニズム

NK SERIEは、

優れた建築が時代を経てもそのあり方に変わりがないように、

いつまでも凛とした佇まいを持つ配線器具になることを目指しています。
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